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株主のみなさまには、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼

申しあげます。

さて、当社は、平成27年 9 月30日をもって第102期中間期 

を終了いたしましたので、ここに中間の事業概況をご報告 

申しあげます。

ご高承のとおり、当社を取り巻く経営環境は厳しい情勢に

ありますが、引き続き被災地域の復興に尽力するとともに、

経営課題に対し企業グループの総力を結集して積極果敢に

挑戦し、お客さま、株主のみなさまからの確固たる信頼を 

得られるよう企業価値の向上に努め、さらなる発展を目指す

所存であります。

株主のみなさまにおかれましては、なお一層のご理解と 

ご支援を賜りますよう衷心よりお願い申しあげます。

　平成27年11月

ごあいさつ

取締役社長取締役会長
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事業の概況

第102期中間期におけるわが国経済は、個人消費や民間

設備投資の回復が鈍く、輸出も中国経済減速の影響等によ

り弱含んでいるものの、企業収益や雇用・所得環境の改善

等を背景に、景気は緩やかな回復基調が続いております。

建設業界においては、公共投資は減少傾向に転じている

ものの高水準を維持し、民間設備投資は企業収益が明確な

改善を続けるなかで緩やかな増加基調にある一方、建設需

要の拡大に伴う資材費や労務費などの建設コストが高騰し

ているなど、当社を取り巻く経営環境は、厳しい状況で推

移いたしました。

このような状況のもと、当社は、引き続き東北地域の復

興事業に取り組むとともに、企業変革に積極的に挑戦し、

競争を勝ち抜く強靭なユアテックの実現に向け、企業グ

ループの総力を結集して、以下のような諸施策に取り組ん

でいるところであります。

具体的には、被災地域の復興に資するべく、復興関連工

事の積極的な受注獲得に努めたほか、太陽光・風力等の再

生可能エネルギー関連工事において、技術提案型営業を鋭

意展開し、受注拡大に努めてまいりました。

また、当社事業の基盤である東北地域や新潟県のほか、

関東圏における工場や病院、ショッピングセンターなどの
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大型工事に加え、ベトナム国を中心とした海外工事の受注

拡大にも注力いたしました。

さらに、配電線などの電力工事においては、確実な受注

の確保に努めるとともに、電力安定供給のための設備工

事・修繕工事等に注力いたしました。加えて、送電線工事

においては、超高圧基幹送電線である南山形幹線新設工事

を受注し、平成30年 6 月の運用開始に向けて基礎・鉄塔組

立工事を開始いたしました。

そのほか、情報通信工事においては、民間通信事業者や

ケーブルテレビ事業者の光ファイバーケーブル敷設工事な

どの受注獲得に注力いたしました。

以上の結果、当中間期における個別業績の受注工事高は

1,357億 8 千 9 百万円（前年同期比6.3％増）と、前年同期

を上回りました。

また、経営の基本である安全確保の徹底と施工・業務品

質の向上をベースとした業務運営を継続して実践するとと

もに、開発営業や原価低減の推進などにより競争力を強化

し、オールユアテックで収益拡大をはかってまいりました。

なお、当中間期の連結売上高は978億 1 千 8 百万円（前

年同期比6.9％増）となりました。

また、連結営業利益は45億 8 千 8 百万円（前年同期比

227.7％増）、連結経常利益は48億 6 百万円（前年同期比

163.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は34億 1

千 2 百万円（前年同期比228.6％増）となりました。
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わが国経済の先行きは、米国の金融政策が正常化に向か

うなかで、中国をはじめとするアジア新興国などの景気下

振れによる輸出への影響等が懸念されるものの、企業収益

や雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、各種政策の効

果もあり、景気は緩やかに回復していくことが期待されます。

建設業界においては、公共投資は緩やかな減少傾向が続

くとみられるものの高水準を維持し、民間設備投資は企業

収益が明確な改善傾向をたどるなかで緩やかな増加が続く

と予想されます。また、電力工事は、電力安定供給のため

の設備工事・修繕工事等が引き続き堅調に推移していくも

のと見込まれております。

このような状況を踏まえ、当社は、平成26年度中期経営

方針（平成26～30年度）の主要施策である安全確保の徹底

と施工・業務品質の向上、事業基盤の強化による戦略的企

業構造への変革、競争力の強化によるオールユアテックで

の収益拡大に、引き続き取り組んでまいります。

加えて、本方針策定以降の環境変化を踏まえ、平成27年

度中期経営計画に設定した 4 つの力点である①事業基盤と

競争力の強化、②一般市場からの収益拡大と電力システム

改革等への対応、③活力と魅力のある職場づくり、④

Yurtecブランド（安全・高品質・信頼）の向上に重点的

に取り組むことで、中期基本目標である「企業変革に積極

的に挑戦し、競争を勝ち抜く強靭なユアテックの実現」を

目指してまいります。
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今後とも、株主のみなさまにおかれましては、なお一層

のご支援とご協力を賜りますようお願い申しあげます。

企業グループの当中間期売上高
（単位：百万円）

区　　分 当中間期売上高 前年同期増減率（％）
設 備 工 事 業 96,114 6.8

リ ー ス 事 業 982 22.8

そ の 他 の 事 業 721 9.0

合　　計 97,818 6.9

当社の当中間期受注工事高・完成工事高
（単位：百万円）

区　　分 当 中 間 期
受注工事高

当 中 間 期
完成工事高前年同期増減率（％） 前年同期増減率（％）

屋内配線工事 45,789 6.4 34,536 13.1

配 電 線 工 事 35,584 6.0 26,554 9.1
その他電気・空調管・
情報通信・土木建築工事 54,415 6.3 31,846 0.2

合　　計 135,789 6.3 92,937 7.2
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中間期連結貸借対照表
（平成27年 9 月30日現在）

（単位：百万円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

流 動 資 産 109,933 流 動 負 債 51,867

現 金 預 金 21,443 支払手形・工事未払金等 28,269

受取手形・完成工事未収入金等 50,374 電子記録債務 8,159

電子記録債権 2,640 短 期 借 入 金 2,245

有 価 証 券 8,000 未払法人税等 1,995

未成工事支出金 7,096 工事損失引当金 2,222

そ の 他 20,510 そ の 他 8,975

貸 倒 引 当 金 △ 132 固 定 負 債 19,914

固 定 資 産 56,794 長 期 借 入 金 4,568

有形固定資産 39,763 退職給付に係る負債 13,332

建物・構築物（純額） 16,244 そ の 他 2,014

土 地 15,979 負 債 合 計 71,782

その他（純額） 7,539 純　資　産　の　部

無形固定資産 1,292 株 主 資 本 96,840

投資その他の資産 15,737 資 本 金 7,803

そ の 他 16,133 資 本 剰 余 金 7,813

貸 倒 引 当 金 △ 395 利 益 剰 余 金 81,959

自 己 株 式 △ 736

　 その他の包括利益累計額 △ 1,925

　 その他有価証券評価差額金 356

　 土地再評価差額金 △ 2,426

為替換算調整勘定 22

退職給付に係る調整累計額 122

　 非支配株主持分 31

　 純 資 産 合 計 94,945

資 産 合 計 166,728 負 債 純 資 産 合 計 166,728
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（　　　　　　　　　　）
中間期連結損益計算書

売 上 高 　 97,818

売 上 原 価 　 85,203

売 上 総 利 益 　 12,614

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 　 8,025

営 業 利 益 　 4,588

営 業 外 収 益 　

受 取 利 息 96

受 取 賃 貸 料 90

そ の 他 129 315

営 業 外 費 用

為 替 差 損 70

そ の 他 26 97

経 常 利 益 4,806

特 別 利 益

関 係 会 社 株 式 売 却 益 369

事 業 譲 渡 益 178

そ の 他 64 612

特 別 損 失

減 損 損 失 59

そ の 他 37 96

税金等調整前四半期純利益 　 5,321

法人税、住民税及び事業税 　 1,898

法 人 税 等 調 整 額 　 △ 16

四 半 期 純 利 益 　 3,440

非支配株主に帰属する四半期純利益 　 28

親会社株主に帰属する四半期純利益 　 3,412

自　平成27年 4 月 1 日
至　平成27年 9 月30日

（単位：百万円）
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中間期貸借対照表
（平成27年 9 月30日現在）

（単位：百万円）
資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

流 動 資 産 97,462 流 動 負 債 47,082
現 金 預 金 14,882 支 払 手 形 4,706
預 け 金 9,400 電子記録債務 8,159
受 取 手 形 2,485 工 事 未 払 金 22,947
電子記録債権 2,640 リ ー ス 債 務 548
完成工事未収入金 46,730 未払法人税等 1,598
有 価 証 券 8,000 未成工事受入金 2,432
未成工事支出金 6,336 工事損失引当金 2,222
繰延税金資産 3,205 災害損失引当金 119
そ の 他 3,912 そ の 他 4,347
貸 倒 引 当 金 △ 131 固 定 負 債 15,875

固 定 資 産 50,790 リ ー ス 債 務 1,988
有形固定資産 33,881 再評価に係る繰延税金負債 1,515

建物・構築物 15,047 退職給付引当金 12,115
機械・運搬具 128 役員退職慰労引当金 51
工具器具・備品 338 そ の 他 204
土 地 15,095 負 債 合 計 62,957
リ ー ス 資 産 2,231 純　資　産　の　部
建 設 仮 勘 定 1,039 株 主 資 本 87,365

無形固定資産 730 資 本 金 7,803
投資その他の資産 16,179 資 本 剰 余 金 7,813

投資有価証券 9,426 資 本 準 備 金 7,812
関係会社株式 1,283 その他資本剰余金 0
長 期 貸 付 金 351 利 益 剰 余 金 72,485
破産更生債権等 406 利 益 準 備 金 1,088
長期前払費用 4 その他利益剰余金 71,396
前払年金費用 134 固定資産圧縮積立金 233
繰延税金資産 4,062 別途積立金 67,200
そ の 他 926 繰越利益剰余金 3,963
貸 倒 引 当 金 △ 416 自 己 株 式 △ 736

評価・換算差額等 △ 2,070
　 その他有価証券評価差額金 356
　 土地再評価差額金 △ 2,426
　 純 資 産 合 計 85,295

資 産 合 計 148,253 負 債 純 資 産 合 計 148,253
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中間期損益計算書
（　　　　　　　　　　）

完 成 工 事 高 92,937
完 成 工 事 原 価 81,825

完 成 工 事 総 利 益 11,111
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 7,372

営 業 利 益 3,739
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 128
不 用 品 処 分 益 44
受 取 賃 貸 料 144
そ の 他 48 365

営 業 外 費 用
支 払 利 息 60
遊 休 資 産 諸 費 用 17
為 替 差 損 62
そ の 他 7 146
経 常 利 益 3,957

特 別 利 益
関係会社投資有価証券売却益 361
受 取 損 害 賠 償 金 28 390

特 別 損 失
減 損 損 失 59
関係会社投資有価証券売却損 28
固 定 資 産 除 却 損 10
そ の 他 4 102

税 引 前 四 半 期 純 利 益 4,246
法人税、住民税及び事業税 1,502
法 人 税 等 調 整 額 △ 15

四 半 期 純 利 益 　 2,759

自　平成27年 4 月 1 日
至　平成27年 9 月30日

（単位：百万円）
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当社の概要
平成27年 9 月30日現在

設 立 年 月 日　　昭和19年10月10日

資　　本　　金　　78億390万円

従　業　員　数　　3,821名

営　業　種　目

〈設計・施工・保守点検〉

電 気 工 事

屋 内 電 気 設 備 工 事　　発 変 電 設 備 工 事

架 空 送 配 電 線 工 事　　地 中 送 配 電 線 工 事

管　工　事

空 調 設 備 工 事　　給排水・衛生設備工事

情報通信工事

情 報 通 信 設 備 工 事　　情報通信システム構築

防 災 工 事

各 種 消 火 設 備 工 事　　警 報 設 備 工 事

非常用電源設備工事

計 装 工 事

各種プラント計装工事　　空 調 制 御 工 事

土 木 工 事

土 木 一 式 工 事（測水・測量・地質調査も含む）

建 築 工 事

建 築 一 式 工 事　

〈材料販売〉

　各種電気工事材料・その他電気機器類
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主要事業所

本　　社 〒983− 仙台市宮城野区榴岡四丁目１番１号
 　8622 ☎（022）296−2111

東京本部 〒100− 東京都千代田区大手町二丁目２番１号
 　0004 ☎（03）3243−7111

青森支社 〒030− 青森市大字新町野字岡部63番１号
 　0135 ☎（017）738−9100

岩手支社 〒020− 盛岡市みたけ四丁目10番53号
 　0122 ☎（019）641−9311

秋田支社 〒010− 秋田市川尻町字大川反233番９
 　0941 ☎（018）862−3821

宮城支社 〒980− 仙台市青葉区大町二丁目２番25号
 　0804 ☎（022）222−9121

山形支社 〒990− 山形市大野目三丁目５番７号
 　0073 ☎（023）632−3131

福島支社 〒960− 福島市伏拝字沖35番１
 　8580 ☎（024）546−8141

新潟支社 〒950− 新潟市中央区東万代町９番16号
 　0082 ☎（025）245−0331

北海道支社 〒060− 札幌市中央区北４条西16丁目１番地
 　0004 ☎（011）633−3311

横浜支社 〒220− 横浜市西区北幸二丁目10番27号
 　0004 ☎（045）290−9120

大阪支社 〒541− 大阪市中央区平野町二丁目２番８号
 　0046 ☎（06）6201−1525
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役　　　員
平成27年 9 月30日現在

取締役会長　　矢　萩　保　雄

取締役社長　　佐　竹　　　勤

取締役副社長　　小　野　保　彦

専務取締役　　遠　藤　和　雄

常務取締役　　庄　司　正　博

常務取締役　　太　田　良　治

常務取締役　　丸　山　　　稔

取　締　役　　渡　辺　洋　一

取　締　役　　中　山　哲　克

取　締　役　　坂　本　光　弘

取　締　役　　三　井　精　一

常勤監査役　　坂　本　敏　昭

常勤監査役　　赤　坂　恵　悦

監　査　役　　稲　垣　智　則

監　査　役　　山　本　俊　二

監　査　役　　小　野　浩　一
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株 主 メ モ

１． 決 算 期 日

２． 定 時 株 主 総 会

３． 基 準 日

４． 公 告 方 法

５． 株 主 名 簿 管 理 人
 〔 同　連　絡　先 〕

 〔 ホームページアドレス 〕

６． 特別口座の口座管理機関

７． 上 場 証 券 取 引 所

８． 当社ホームページアドレス

3 月31日

6 月

・定時株主総会権利行使　　 3 月31日
・期　末　配　当　金　　 3 月31日
・中　間　配　当　金　　 9 月30日

当社ホームページに掲載いたします。
ただし、やむを得ない場合は、日本経
済新聞ならびに河北新報に掲載いたし
ます。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
同社　証券代行部
〒137-8081  
東京都江東区東砂七丁目10番11号

 0120−232−711
http://www.tr.mufg.jp/daikou/

同　　　上

株式会社東京証券取引所

http://www.yurtec.co.jp/
《主な記載内容》
・会社案内
・営業案内
・IR情報
 （有価証券報告書、決算短信、株式情報等）
・電子公告

表紙のデザインに使われているブルー、グリーン、レッドの３色のライン
は、それぞれユアテックの「技術」「創造」「チャレンジ」を表現しております。

裏表紙中央は、当社のマスコット「ユアちゃん」です。「ユアちゃん」は、
アザラシをモチーフにしており、平成３年３月、当社のマスコットとして
デビューしました。



米ぬか油を使用した環境
配慮型「ライスインキ」で
印刷しています。


